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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，日本における大学英語教育の目的のひとつを「専門分野で使える英語力の
養成」と捉え，専門課程で学ぶ大学生，院生が海外の特色ある学問領域を英語で学ぶための Online 型 ESP CALL 教材
を開発し，国際的に活躍する専門家育成を目指すことであった．４年間の研究期間に，米国アラバマ大学，英国ボーン
マス美術大学，豪州メルボルン大学で取材を行い，看護科学系，美術・デザイン系，園芸科学系の３種類の英語CALL教
材が開発された．教材の開発は日本人英語教員とネイティブ教員が協力する形で行われた．開発されたこれらの教材は
国内の大学の専門英語の授業で使用される予定である．

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to develop three English CALL teaching 
materials which help Japanese college English learners study three different specialized areas: nursing, 
art and design, and horticulture. Filming was done at the University of Alabama (US), Arts University 
Bournemouth (UK), and the University of　Melbourne (Australia) and the courseware was developed by the 
collaboration of Japanese English teachers and native English teachers. The developed CALL material will 
be used online in ESP (English for Academic Purposes) classes in Japanese universities.

研究分野：英語教育

キーワード： 英語教育　CALL　聴解力養成　ESP　マルチメディア　看護学　美術　園芸学

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 海外で活躍できる日本人を養成するため

には，一般的英語コミュニケーション能力の

育成に加え，「専門の文献を読めるようにす

る」，「英語による講義が理解できる」といっ

た能力の育成も不可欠である．しかし現在の

大学英語教育のカリキュラムでは，英語の学

習は通常1-2年次のいわゆる一般教養課程で

の指導に限定されており，3-4 年次学生がそ

れまで培った英語の基礎力を専門分野の英

語運用へと発展，応用させるためのカリキュ

ラムを編成するには至っていないのが現状

である．専門課程で学ぶ学生，院生の英語コ

ミュニケーション能力を養成し，海外で活躍

することを目指す人材を養成するためのす

るための CALL 教材の開発，および Online 配

信は千葉大学のみならず，日本の英語教育に

おける急務であると判断した． 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，日本における大学英語教

育の目的のひとつを「専門分野で使える英語

力の養成」と捉え，専門課程で学ぶ大学生，

院生が海外の特色ある学問領域を英語で学

ぶための Online 型 ESP CALL 教材を開発し，

国際的に活躍する専門家育成を目指すこと

である．具体的には看護科学系英語 CALL 教

材，デザイン・アート系英語 CALL 教材，園

芸科学系英語 CALL 教材の３種類を４年の研

究期間内に開発することとした． 

 
３．研究の方法 

 平成 24～25 年度は米国アラバマ大学看護

学部でビデオ，静止画収録を行い，看護科学

系英語 CALL 教材の開発を行った．平成 24 年

度に収録されたビデオは１分半から２分の

ビデオクリップ 22 編に編集され，1) 

University of Alabama, 2) Introduction to 

CCN, 3) Classes & Clinicals, 4) Lectures, 

5) Students' Talk の５つのユニットにまと

められた．平成 25 年度には不足する静止画

素材の収集を現地で行うとともに，研究代表

者，分担者によってコースウェアの開発が行

われた．コースウェア開発の基礎となる学習

理論には研究代表者の所属する教育機関で

独自に開発された「三ラウンド・システム（竹

蓋,1997）」（図 1）が使用された．開発された

コースウェアは独自で開発したオーサリン

グツールによりビデオ，音声，静止画ファイ

ルと統合され，総頁数約2000，静止画数500，

音声ファイル数 1000，動画ファイル数 23 の

CALL 教材（English for Nursing Science）

の開発が終了した． 

 

平成 25～26 年度，平成 26～27 年度はそれ

ぞれ英国ボーンマス美術大学，オーストラリ

ア・メルボルン大学でビデオ，静止画収録を

行い，デザイン・アート系英語 CALL 教材 Art 

& Design in Britain（Welcome to AUB / 

Courses at AUB / Other Courses / 

Professionals / Design in England），およ

び園芸科学系英語 CALL 教材 Horticulture 

in Australia (Melbourne Uni / Cities & 

Forests / Food & Agriculture / Nursery & 

Winery / Sustainability) の開発が行われ

た．開発された教材は CD-ROM 媒体の 

Offline でも，インターネットを介した 

Online でも使用できる． 

 

４．研究成果 

 開発された CALL 教材の画面例を図 2～4に
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図 1 三ラウンド・システムの構造 



示した．図 2 は看護系英語 CALL 教材の起動

画面である．画面の作成には教材のトピック

となっているものの写真をできるだけ加え，

意欲を持って学習に取り組めるよう興味深

いものにするよう努めた．画面の制作は本学

デザイン学科大学院生に依頼した． 

 

図 2 看護科学系教材の起動画面 

 

 

図 3 デザイン・アート系教材の学習画面 

 

 図 3 はデザイン・アート系英語 CALL 教材

の学習画面例である．本研究で開発された教

材では，学習者は画面上部に表示される TASK

（課題）に対して，静止画，辞書情報，そし

て頁を進めるごとに表示されるヒント情報

を手がかりに，自分でビデオを操作して正解

を見つけるという問題解決作業を行う．正解

例は画面に表示され，正否は自己判断する形

で学習を進める．さらに正解確認後，英文を

見ながら再度英語を聞いて確認するととも

に，文法の注意事項や文化的事柄，コミュニ

ケーションの技術に関する解説を読んで学

習を深める．現在国内の大学で使用されてい

る英語 CALL 教材には 4 択，空所補充といっ

た形式に特化しているものが多いが，それは

テストで「どれだけできるようになったか評

価をするプロセス」である．学習とは「でき

なかったことをできるようにする過程」であ

り，その指導の過程を行うのが我々の CALL

システムの最大の特徴であると言える． 

 図 4 は園芸科学系英語 CALL 教材の学習の

途中においたクイズ形式のコラム記事画面

である．ビデオ収録は行ったが総学習時間の

関係で割愛した内容や，各国の文化，ユニー

クな習慣を端的に示すことがらを写真，ビデ

オとともに短い記事でまとめた画面で，動機

づけの効果を考慮し，学習休憩時に異文化を

楽しめるよう配置したものである． 

 

図 4  園芸科学系教材のコラム画面 

 

開発された教材のうち，看護系教材は平成

26 年度より千葉大学，医学・薬学・看護学部

の学生に一般教養の英語の授業で使用され

ている．園芸系教材は平成 28 年度後期より

園芸学部の一般教養英語授業で，デザイン・

アート系教材は平成 29 年度後期より，国際

教養学部の専門英語授業で使用される予定

である．またこれら教材は研究代表者が所属

する千葉大学以外での大学でも使用される． 
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